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探索理論は目標物が自分の意志で逃避できない片側 (one-5 ided) 探索と，逃避できる両側 (twoｭ
sided) 探索とに大別され，片側探索はさらに目標物が定常的(静止的)であるか，又は予め定めら
れた確率法則により移動するかの二つに別れる。本論文第 1 章では定常目標物に対する片側探索，第
2 章では移動目標物に対する片側探索，そして第 3 章では両側探索に関するモデルを解析している。
同じ特性を持つ多目標物に対する探索は，既に研究されているが， 1. 1節では個々の目標物が異っ











目標物に対する Pollock のモデルに“待つ"ことを許して解析している。 2.3 節では，確率的に出現
し， しばらく滞在した後，再び確率的に去っていく目標物に対する最適探索を考えている。最適政策
は初め wait し，次に探索し，去ったと判断すれば停止するという形をとる。第 3 章では，逐次逃避
-探索ゲームを扱う。プレーヤー I はー列に並んだ boxes を一方向にのみ進むことができ，プレーヤ­
E は各期で直前のプレーヤ -1 の位置を知って探索する。この時，逐次零和ゲームの最適解，及び逐
次非零和ゲームの feedback Nash 平衡解を求めている。
いずれのモデルに対しでも常識的に至極妥当な解が得られ，探索者の学習に応じた最適政策の展開
が観察される。
論文の審査結果の要旨
本論文は最適探索理論に関して幾つかの新モデルを提出し，それを解析して従来に得られている結
果を拡張するとともに新知見を加えている。それらの中には(1瀞止目標物に対する探素において偽目
標の存在に邪魔されながら，真目標物を最も早く捕捉する問題， (2)目標物が確率的な生存期間をもち，
その生存中に探索を成功させねばならないのすなわち冬山登山の遭難者の探索， (3所在率的に出現して，
しばらく滞在したのち，確率的に去ってゆく通過目標物に対する最適探索， (4)目標物が逃げようとい
う意志をもって行動するときの探索者との聞の動的 2 人ゲームなどがあり，いずれの場合にも，最適
探索はそれぞれに興味ある内容をもつことを明らかにしている。
このように本論文は最適探索理論について貴重な貢献をなすものであり，学位論文として価値ある
ものと認める。
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